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 絵画や演劇などあらゆる芸術はその時代の合わせ鏡のように私は考えている。

今回みたジャラパゴス展もまさに技術の最先端をいきながらも、日本独自の美

学、エロティックとグロテスクが融合した美意識の表現の数々があふれていた。

現代の日本は、諸外国からみても HENTAI の国だとアート、サブカルチャーの

世界ではとらえられている。確かに、江戸時代で多く出版された浮世絵や黄表

紙の本の中には日常の刺激がちりばめられたエロティックでグロテスクな作品

が多く残されている。今の日本もサブカルチャー的視点でみるとまだまだそう

いった日常からは離れないレベルでの非日常的刺激物をコンテンツとしていく

産業が発展している。ギラギラしたネオン街、艶やかな女性、ロリータ文化。

ゴッシクロリータなど、海外から輸入されたはずの文化が、日本という土壌を

経て独自に成長していく過程が今徐々に芽をだし、花を咲かせていってるので

はないかと思えた。そういった日本の文化の表象を全体として理解することが

できるのではないかと思えた。見た印象としては、「刹那的快楽」を感じられる

作品が多く、現代を過去の視点から描き出す画風が多くみられ、まさに常に過

去と現代を振り返りつつ独自の美を育む現代の日本のアートの一部の現場を垣

間見た。合田誠さんの作品の中に「目」をモチーフにし、舞台を江戸幕府の屋

敷とした絵があったがあの絵こそまさに今の日本を抽象化して言い表している

のではないかと思えた。「目」をモチーフにグロテスクな描画がなされている。

ミッキーマウスを思わせる形状の絵や、女性器を思わせるグロテスクな描画。

あの絵からはまさに現代の残念な日本を皮肉したニュアンスを感じ取ることが

でき、非常におもしろかった。そして全体として「女性」をモチーフにした作

品が多く入り口の一枚では、ジャングルの中で繁栄していく美しい女性達の絵

が描かれている。この絵では鮮やかで裸の美しい女性たちが描かれ、女性賛美

を描き出しているのものかと最初は思えたものの、絵の中央では女性の鏡写し

に「骸骨」を描いている。賛美の中での「死」というリアルと、「骸骨」になっ

てしまえば男も女も変わらないただの人だという真実を描き出しているあたり

が痛快であった。しかしこの並べられている絵をたどるにつれ、不穏さも感じ

られる絵もあった。小学生らしき女の子にナイフと狼が襲いかかるという絵だ。

あの絵からは、「ロリコン」といった幼い女の子を食い物にして産業構造を生み

出そうとしている現代の日本の文化への警告のように解釈できた。今の日本の



文化は確かに最先端の技術をもっておきながら、江戸時代から育まれていった

独自の土壌をもって海外のあらゆる文化をミックスさせながら発展していって

いる。それが面白く、刺激的でもあるものの、「刹那的快楽」で終始しがちな部

分に危惧を覚えるべきではないか、絵の数々にみた「骸骨」や「死」、崩壊や最

後の絵にあるスプラッタ調の画風の絵作品に感じ取ることができた。 
 
残念な日本化現象を止めるにはどうするべきか。それを考えさせられる展覧会

だったと私は感じ取れた。 
 


